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2026年 5月 23日 菅野隆雄 

１ はじめに 

横浜市は中期計画 2026～2029（素案）を 2025 年 12 月 3 日に発表し、パブ

コメを 1 月５日～2 月 27 日まで行いました。そして、今回 5 月 13 日中期計画

（原案）とパブコメの意見結果を合わせて発表しました。原案は横浜市議会の

審議にかけられ 6月 5日に議決される予定です。  

前回の中期計画 2021～2025 のパブコメと今回の中期計画のパブコメの違い

等を検証し、出された意見の特徴等を示します。 

２ 前回のパブコメについて 

前回はパブコメ期間 1ケ月で 1979人・団体、意見数は 4273件、戦略・政策

への意見が 3409件、その中で「こども」は 1741件と一番多く、直営の中学校

給食を望む意見は 843 件をカウントしました。「いきいきと生活」431 件、「ま

ちづくり」424 件等この３項目で 6 割の意見となりました。逆に「国際都市」

86 件、「臨海部」72 件、「都市づくり」84 件など開発関係については意見が少

ないことが特徴でした、この傾向は山中市長・市政の 1 期目の政策等との関係

があると思われました。 

３ 今回のパブコメの特徴について 

 今回のパブコメは 1750人・団体、意見数は 2166件と前回よりはかなり少な

くなっています。今回の発表は施策群 1262件としていますが、政策群毎に数字

が出ていないので事務局でカウントしました。 

（１）14の政策群の意見の件数と特徴について 

一番多くが「交通」群で市民の移動手段の確保になり、市バスの運転手確保

や勤務内容の改善、敬老パス等の意見があります。「子ども」群 173 件は保育園

運営改善・保育料負担軽減。「教育」155件で教育内容の改善や学童保育への補

助改善等や体験機会に対する懸念が出ています、ハマ弁の問題や直営の中学校

給食の件数は 50 件（内数）となっています。「暮らし・コミュニテイ」166 件

は外国人との共生に対する懸念や施策充実、公園内禁煙の取り組み等が多く目

立ちます。「安心・安全」45 件は子どもの通学路の改善や防犯カメラの設置等

の要望。「防災・減災」48件は避難所の運営改善等が多い内容です。「高齢・長

寿」49件と「医療・保健」41件は共通する内容で高齢者の生活支援の充実が出

ています。「障害者・児」76 件は社会参加（就労も含めた）への道筋を市とし

て施策に求めていますこれは修正として入れられています。「賑わい・文化・ス

ポーツ」47件は臨海部への集客施策が多く文化・スポーツの重視も掲げられて

います。「街づくり」56 件は「賑わい」と同じに横浜の文化的な建築物の保存

と回遊性の充実等がみられます。「産業」33 件と「街づくり」とは共通した意



見があり、産業振興とまちづくりを共通して行う施策を求めています。「環境・

共生」67件は市内の緑地の保存、緑税の懸念や園芸博の成功と問題等の両方の

意見があります。「みどり」78件は園芸博への成功と懸念が両方あります。 

（２）行政運営について 

 前回は 137 件（行財政）の内容は受け付け・窓口関係や市民応対や補助金・

民営化等でしたが、今回は 529 件となり、その中でもパワハラ問題とその対応

381 件と多く問題が市民の関心と意識の在り方がわかります。職員の人材確保

や評価制度などについても出ています。 

（３）財政制度について 

今回は 26件ですが、市民の「遺贈」制度創設の意見は修正として扱われてい

ます。 

（４）大都市制度について 

 9 件の内容は、考え方は評価するが区役所等の充実の声もあります 

（５）その他について 

 その他 243件は市への不満や批判の内容としています。 

  

３ 今回のパブコメの特徴と市の対応について 

 今回のパブコメは前回と違いパブコメ期間は約 2 倍になっていますが、意見

数は減少しています。特に減少しているのは「子ども」「教育」の分野であり、

中学校給食については激減しています。今回は交通問題がバスの減便問題等に

出ていた運転手確保問題や勤務内容の改善等に多くの意見が集中しています。

暮らしについては公園の全面禁煙化に伴う問題解決は新しい意見としています。

外国人との多分化共生社会の施策等の在り方等も今回新しく出てきました。 

 意見内容としては市政運営の「そもそも論」や「こうあるべき論」等広範な

意見が出されており横浜市政に対する関心が高くなっていることが見られます。 

 しかし、市民自治の充実や「自治基本条例」等の意見は行政運営に含まれず

に「その他」扱いにされていることは、特別市を提言し進めている市としては、

問題のすり替えとも取れます。 

（合わせて、パブコメの数字カウントも参照してください） 

文責 事務局長 菅野 
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